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―ダイバーシティ推進へのご支援のお願い―
千葉大学では、これまでに女性研究者が活躍できる環境整備を進めてきました。

今後はさらに支援の枠を広げ、女性研究者だけでなく、誰もが活躍できるキャンパスづくりを強化するために、
本学のダイバーシティ推進へのご支援をお願いします。

女性・若手の研究者
その活躍が拓く未来のために

若手研究者への
英文校閲経費支援

博士後期課程大学院生・若手女性研究

者が国際学会誌等に英語で論文を投稿

する際の校閲経費を支援し、国際的に

活躍できる研究者を育成します。

研究支援要員配置制度 女性研究者の海外渡航支援

女性研究者が海外の研究機関等に滞在

し、研究活動に専念できるよう、研究

費、渡航費、代替教員雇用経費等を支

援し、研究者としてのスキルアップを

支援します。

ご寄付の主な使途について

25％以上25％以上

妊娠中又は育児や介護の負担を抱えて

いる研究者に対して、研究支援要員を

配置することで、研究の継続や研究時

間の確保を支援します。

利用者の声：裏面もご覧ください。



お申込み方法
・
連絡先

大学院人文科学研究院

助教　立花 幸司 先生

男性の育児・介護支援も行っています。

ダイバーシティ推進部門で発行している冊子、
ニューズレター等、本学のダイバーシティ推進
部門の活動に関する情報をお送りいたします
（年1回）。

ご寄付による特典

ダイバーシティ推進部門で実施する
各種イベントに無料でご招待いたします。

千葉大学の女性教職員比率はほぼ56.8%（令和4年度）と男女同率でありますが、それに対して
女性管理職比率は22.1%で男性の1/4であります。これまで競争的資金を得て男女共同参画推進、
SDGsの目標５【ジェンダーの平等を実現しよう】に対応した活動をして参りましたが、この度、
ご寄付により更にキャンパス内のダイバーシティの推進、SDGsの担い手として女性・次世代のエ
ンパワーメントを進めていきたいと考えました。是非とも、皆様の温かいご支援、お力添えをいた
だきたくよろしくお願いいたします。

SDGs実現に向けて女性研究者・次世代の応援をよろしくお願いいたします。

千葉大学には実に多様な学生や研究者が学び、研究しています。今日、大学を取り巻く社会的、経
済的環境は厳しく、その波は若い研究者や女性により厳しく押し寄せている現実があります。わた
したちは、千葉大学に集う人々が、境遇の違いを超え等しく学び研究できるように、そしてその取
り組みが大学を超えて誰にとっても生きやすい社会の未来につながるように、さまざまな取り組み
を行っています。皆様のあたたかいご支援を心よりお願い申し上げます。

皆様のご支援が、千葉大学の、そして社会の多様性の扉を大きく開きます。

本学への寄付額に応じて、顕彰等を行わせていただ
くとともに、本事業へのご寄付を頂いた皆様には、
本事業独自の以下の特典をご用意しております。

本学への寄付額に応じて、顕彰等を行わせていただ
くとともに、本事業へのご寄付を頂いた皆様には、
本事業独自の以下の特典をご用意しております。

大学院看護学研究院

講師　雨宮 歩 先生

本制度を利用して、収集はしたものの整理
に多くの時間を必要としていた膨大な研究
資料を研究支援要員の方に整理していただ
きました。そのお陰で、研究の基礎となる
作業を進めることができました。本制度を
利用できたことで、配偶者の出産をサポー
トするための時間や、産後は新生児および
上の子らの育児や家事のための時間を確保
しつつ、研究成果に漕ぎ着けられました。
コロナ禍で不規則に休校や休園になりがち
な環境でしたので、大変助かりました。

本制度の支援のおかげで時間が必要な臨床
調査を大学院生に依頼することができ、そ
のぶんの時間で他の研究・教育等にも取り
組みながら、保育園からの急な呼び出しや
子どもの行事等も対応することができまし
た。精力的に外部資金獲得にも取り組むな
ど様々なチャレンジもでき、今後につなが
る学びをたくさん得ることができたと感じ
ています。研究支援要員の院生たちにとっ
ても臨床における調査を学ぶ機会となり、
成長につながったと考えています。

特命理事
(ダイバーシティ推進）

米村 千代

副理事・
ダイバーシティ推進部門長

森 恵美


